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相原駅で貸傘乞始めました
愛称 8「かんる傘」です
相原まちづくり協議会は相原駅での無料貸し傘
を行うことになり、その傘を前号で募集をしたと
ころ、大勢の方々よりご寄贈戴きました。予定の
100本を大幅に上回り、ご協力下さいました皆様に
は厚くお礼申し上げます。さっそく、7月 20日 、相
原駅に設置することが出来ました。  これは若林
・相原駅駅長さんがこの活動に快くご理解を示さ

れ、実現したものです。

傘の愛称は「かえる傘」と決まりました。傘に

はシートが貼つてあります。マークは雨とも関わ

りのある「かえる」がデザインしてあります。ご

利用後、元の場所に「かえる」ことの願いが込め

られています。 大切に利用して、借りた方は必ず
返して下さい。

引き続き傘募集中
弓lき続き募集を継続していますので、ご家庭で

余っている傘がありましたら、寄贈して下さい。

毎週月木に相原まちづくり相談所 (電話774-8705、

もヽな iデや駐車場横)で受け付けて tヽ ます。
第2次募集は9月 30日 までです。

シールはナカシマ宣伝社、傘立ては横溝廣喜氏

に提供してもらいました。

今後の維持管理は相原まちづくりの協議会の中

の」ao会が運営していきます。

なお、傘を寄贈して下さつた方々のお名前は4面

に掲載してあります。

住んでいて良かった 1と

実感できるきちに !

相原まちづくり協議会は住み良いまちづく
りを実現するために,これまで、いろいろな
提案と活動を具体化してきました。昨年は J
AO会の設立により「竹炭焼き」と「相原を
学ぶ院」が発足しました。さらに、子どもセ
ンターの相原への誘致や相原中央公国の建設
促進に携わってきました。もちろん、これら
の取り組みは今年も続けますが、新しく「い
つでも傘を」を相原駅で7月 より実施したほ
か、相原連合町会との協力で花いっぱい運動
も検討しています。これは相原まちづくり協
議会総会で、「町田街道に入つたら、花で埋

められた街にしたい」など斉藤相原連合町会

会長から提案があつたものです。それぞれのお宅
の、外から見えるところに花を飾つてもらい、相

原町全体に花いっぱい運動を展開したらどうかと
いうものです。
この他、相原町にはまだ無い大人も泳げるオー
プンなプールの実現です。堺中学校の体育施設の
建て替えの話が出ていますが、これを機会に地域
住民が活用できる水泳施設の実現を働きかけたら
どうか、と検討してしヽます。
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樋原ま■づくり協議会1'1:町 会の皆さん′が会員です.各町会から推薦された理事 監事て運営しています。
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相原ようづくり協議会 総会で活動方針決定 「相原中央公園」推進に新しい委員会発足

相原駅舎建τ替んI事修来年1月常ら分

<相原中央公園建設>
相原中央公園の建設は もともと相原中央スポ
ーツ公園ということで、始まりました。場所は中

相原地区が中心です。昭和62年秋に建設説明会が

開かれ、これまで13年間、同建設促進委員会 ,運

営委員会の皆さんが鋭意努力を重ねてきました。

その後、公園面積の計画は11′ になり 東京都
の「みどり推進計画」の一貫で公園の要素が強く

打ち出されました。このため、「箱物」と呼ばれ

る建設物の建築は難しくなり 管理棟程度のもの
しか建設できないことが、明らかになりました。

屋外のスポーツ施設は「箱物」ではなtヽので、建

設が可能です。現在の公園面積の計画は15.7方 に

なつています。

市と話し合い,町民の意見を、より反映させる
ため、住民の新たな組織「相原町中央公園建設促

進委員会」に衣替えをしました。新組織には、相

原まちづくり協議会から3名参力nしています。相

原町としての要望をまとめ、みのりある成果が得

られるよう活動を推進していきます。

子どもセンター3号館t相原に !

く子どもセンターの誘致>
市ではI日 5か町村を対象に子どもセンターの建

設を考えており、すでに南地区では金森に第 1号

の「ばあん」が建設されました。 2号館は鶴,11に

決定しました。相原まちづくり協議会では「3号

館をぜひ、相原に」と強く要望しています。受け

皿作りのために、会合を開き、着々と準備を整え

ています。青少年健全育成 〈町田市青少年健全育成相

原地区委員会)な どの団体とともに 早期に建設で
きるよう、活動をしていきます。

竹炭の生産館500袋になりなした

<相原」ao(ジ ャオ)会 >
高齢化社会を迎えて、定年退職された方が増え

ています。これまで培つてきた特技や技術などを

生かして、地域の人たちと交流する場として、」

ao会が発足しました。地域に貢献しながら自ら楽

しんでいただき、会則・会費なしの気楽な会です。

会名の「ジャオ」は「おやじ」を逆に読んだもの

です。
」ao会 は毎月第 3木曜日午後1時 30分から,相原

まちづくり相談所 (tヽなげや駐車場隣)で定例会
を開いてtヽます。初めての方でも、お気軽に参加

して下さい。 現在、」a。会は下記の2つ の活動を
行つています。

相原まちづくり協議会は、5月 28日 に丸山公会堂で

平成11年度定期総会を開きました 総会には理事のほか、

各町会・自治会からそれぞれ2名の代議員が出席しま

した。

平成11年度の活動報告、平成11年度の収支決算報

告、平成12年度活動方針、平成12年度収支予算を協

議して、原案通り決定しました。

来賓として相原連合町会、 倒D相原保善会、地元
の市会議員に出席してもらい、挨拶がありました。

相原まちづくり協議会で現在、取り組んでいる

具体的な活動内容は以下の通りです。

<相原駅建て替え>
相原駅の建て替え工事は今年度中の着工が決ま

りましたが、13年 1月 ごろになりそうです。 平成
15年 3月 に完成の予定です。

相原まちづくり協議会では、相原らしさを追求

して、外観の仕上げ材について本質系の素材を要

望。計画案ではホームヘのエスカレーターの昇降

について、昇りだけになつていますか、八王子方

向へ降りるエスカレーターも要望してもヽます。駅

周辺の道路整備は早期に実現するよう 市に働き
かけています。

また,2008年は、横浜線開通 (明治41年 9月 23

日)・ 相原駅ができて、100年目に当たります。

今後、町田市や」Rと も話し合い、一大イベン

トを繰り広げる予定です。その手始めに「横浜線

物語」の筆者のサ トウ・マコト氏を招き、秋に講

演会を計画しています。

さらに、駅前の花壇に、音の駅と列車の模型が

展示されていましたが、当面は堺市民センターに

移し、駅完成後には、自由通路に陳列して、多く

の人に見てもらうよう働きかけていきます。

<区画整理>
住みやすい「まち」にするために、区画整理を

どう考えたらよいのか、話し合もヽを進めます。区

画整理について前回の説明から時間が経過してい

ますので、再度説明の機会を得られるよう要望し

ていきます。

また、「道の駅」の誘致など商業の発展が期待

できる総合的見地に立って検討します。まちづく

り協議会としてのプランを作り市に提案すること

も考えていきますぐ

相原まちづくり協議会は 11町会の皆さんが会員です。各町会から推薦された理事・監事で運営 しています。
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◎「竹炭焼きの会」
昨年の秋から町田市シルバーセンターの若杉幸
生さんの指導で取り組みました。大戸の吉沢政孝
さんから竹を提供してもらtヽ、 2月 に第1回 目の火
入れを、3月 に2回目の火入れを行いました。
そこで生産された竹炭は「源流炭」との名称を
つけ、袋詰め て1袋 5～ 6本 )に しました。約500袋
になります。「大池沢祭り」や「夢広場」で販売
することにしています。

炭焼きの時期は過ぎましたが、今年度はこれま
での経験を生かして、十分に材料を用意して、さ
らに拡充することを計画しています。また、小学
校の授業の一貫として取り組む予定で、学校とも
話し合つてもヽます。できれば、 ドラム缶の窯でな
く、本窯を作り、定期的に炭焼きができればと考
えています。「竹炭焼きの会」の責任者は本徳亘
良氏 (電話78169■ 8)です。

相原の歴史散策なしませんか

(0)「相原を学ぶ斃 (かい)」

相原の歴史、風俗、井戸の所在、自然観察、環
境問題など幅広く学ぶ会です。「会」でなく、
「院」とつ1チたの1ま、院より始めよという言葉が
あるように、出来るところから、まず始めようと
もヽうことです。 昨年12月 に発足しました。
長く住んでいても相原を知らない人が多いので、

地域を知ろうということになりました。各地で保
存されている出土物の調査、河川、わき水、井戸.

民族芸能、歴史散歩などです。堺の歴史を語る会
の中島清治さんから話しを聞いたり、まちづくり

協議会会長の木下真さんから明治大正の相原を聞
きました。
11町内会ありますので、各地域を一つ一つ歩き、

歴史散歩して、聞き書きなどをしています。すで

に,駅前団地南側開発時の出土物、井上家民族資
料館、窯跡、中ケ谷戸橋、清水寺などを視察しま

した。

関心のある方は、ぜひ参加して下さい。
「相原を学ぶ院」の世話人は白川洋一氏

(電話7715505)で す。

幅広い活動t展開しています

く理事会など全体の取り組み>
理事会は毎月9日 午後7時 30分から相原まちづく

り相談所で開催しています。出席率も良く.年々

活発になってしヽます。駅建て替えや区画整理の問

題はもちろんのこと、住み良い相原の追求、周辺

の大学など各施設の訪間、講演会の実施,相原駅

100周 年記念イベントの推進、他団体との交流、各

部門の取り組みなどを推進しています。

く広報活動>
機関誌「あいとびあ」を昨年度は2回発行 しま

した。相原のまちづくり運動について、住民に理

解してもらい、参加してもらうため、今年度は4回

発行する予定です。内容を充実させていきます。

相 原 中 央 公 園

建 設 促 進 委 員 会 名 簿

委員長  青木 照夫 (歴) 委員
副委員長 北島 一夫 (歴 )

落合 清新 (町会 )
今村 忠司 (ま ちづ )

方治 (歴 )

寿一 (歴 )

盛昭 (歴 )

忠夫 (歴 )

和夫 (歴 )

茂  (歴 )
速夫 (運 )

功二 (運 )

正広 (運 )

井上 善夫 (運 )
本徳 亘良 (町会 )
矢島 稔春 (町会 )
杉崎 太吉 (ま ちづ)
伊藤 勉  (ま ちづ )
斉藤 恭博 (健 )
佐々木清子 (健 )

吉川 重治 (歴 )
八木 邦治 (議 )
井上 正行 (議 )
伊藤 泰人 (議 )
斉藤 賢司 (連町)
木下 具  (ま ちづ)
青木 豊  (保 )
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(議 )   EII田 市 市議会議員
(歴) 一相原中央スポーツ広場運営委員会 歴代会長
(町会)一 相原町連合町内会 会長会
(運) 一相原中央スポーツ広場運営委員
(ま ちづ)―相原まちづくり協議会

(連町)一 相原町連合町内会長 会長
(保) 一働 相原保善会 理事長
(健) 一町 田市健全育成 相原地区委員会

「 夢 連 」 が NPO俳 営利活動法人)に

相原では、昨年から「まち」の活性化、歴史的

保存物の保護等を目的に、境用上流域を中心に取

り組んでいる団体「夢連」 (理事長 田中優子
氏)が、この度、東京都の承認で非営利活動法人
として認証されました。法政大学、桜美林大学な

どの協力で、今年も秋に「道まつり」の一環で、

みとりをテーマにしたシンポジュウム等を企画し

ています。

相原まちづくり協議会は ll町会の皆さんが会員です。各町会から推薦された理事 監事で運営 しています。
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相原の道路について
考んなせん分

長い間困っているのに、なかなか解決しない

のが、横浜線相原駅の近くの「相原大戸踏み切

り」問題です。町田街道の拡幅は、小山町方面か

ら徐々に進んできていますが、相原町では坂下

から先は何も触られていません。東京都の計画、

町田市のやる気、 JR東 日本の協力など、どれ
が欠けても実現できない問題です。

交通量が増え、渋滞のほうは待つてくれませ

ん。また街道両側の地権者は何か計画し′ても、

実現の見通しがなく、あまりの時間の長さに相

続問題もからんできます。

相原には、このように道路関係諸問題が累積
してます。
そこで皆さんの周りで発生している道路、河

'ilに

関することで困っていること、考えている

ことを 皆さんの地区から出ている、まちづく
り協議会理事に話して下さい。まず、F95題提起

から始めます。それを協議会で話し合い、解決

の方法を諸機関に折衝するなど、実現するよう

推進していきます。

「相原駅100年 t語る」講演会色
10月 に開催ヘ

相 原 駅 の建て替えなどから、駅に関心が強

まっています。相原駅は 2008年 に i00年 を迎え

るため、相原まちづくり協議会では、市と協力

して講演会を予定 しています。講師は「横浜線

物語」の著者サ トウ・マコ ト氏です。テーマは

「4E原駅 100年を語る」。日疇は10月 15日 (日 )
午後 1時 30分 からで、場所は堺市民センターです。

ぜひ、ご来場下さもヽ。
あなたので壽のこそ物碧

fR「lR市 ,t■ ク 'テ ブ ■ 1 マ
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傘のご寄贈ありがとうございました
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谷雅伸 7ネ、様信成二 26本、白りil岸 ‐1:本 、

伊藤和雄 4本 、女原建二 5本、篠原康祐 7本
こ〔〕也お名滝i4'分か らない :ケ か らもこ寄贈戴

きました

編集後記

これまで「あいとびあ」を年 2回程度
発行してきましたが、活動が活発になつ

てきたため、今年度は 4口 と倍増するこ

になりました。

まちづくり協議会の報告だけでなく、

皆さんが知りたい、地域の動きの情報提

供など 広い紙面にしたもヽと 意気込ん
でいます。
しかし、編集人の力不足で、残念ながら、

機能を十分果たしていませんが、さらに

充実するよう、工大していきます。みな

さんからのご意見、ご提案などをお寄せ

下さ tヽ。島、今、須、横
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種原まちづくり協議会は
'i町
会の皆さんか会員てす.各 町会から推薦された理事 監事て運営しています。


